
種子島宇宙センターにおける
ヒヤリハット活動

平成２２年１１月２日

宇宙航空研究開発機構
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安全５－２－３



報告内容

１．ＪＡＸＡのヒヤリハットプロセスの改善

２．ヒヤリハットの起草・活用

３．今後の計画
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平成２２年２月２４日の第２回安全部会でＨ－ⅡＡ１６号機のヒヤリハット
活動の報告を行ったところ、ヒヤリハットの体制、活動状況について報告
することが求められた。

ここでは第２回安全部会以降のヒヤリハット活動の状況を報告する。

注：ここでのヒヤリハットには気がかり事項を含む
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１．ＪＡＸＡのヒヤリハットプロセスの改善

担当

実施項目

起草者 改善の実施主体

職員／

メーカ
取りまと
め担当

処置担当

本部資金

決定部門

本部

Ｓ＆ＭＡ室
安信部

収集

対策立
案

実施

展開

②取りまとめ

③対策立案

④対策実施

即
応
可
能

⑦優先付け

多くの資
金必要

⑤一元管理

⑥分析

⑨本部内展開
・啓発

⑧ＤＢ化・
各本部展開

助言

メーカ、他本部
等情報

①起草

起草者に処置、
結果を知らせ
る

１．１ 現行プロセス

起草されたヒヤリハットは本部で処置すると共に、全社展開している。（別添－１参照）

＊関係
各社展開

＊種子島において実施



１．２ 見直したポイント
１．ＪＡＸＡのヒヤリハットプロセスの改善

H-IIA1７号機以降、以下の点について、見直し実行している。
（１）ヒヤリハット様式の見直し

① 起草時にヒューマンファクタの要素を取込むことでハード、ソフト面の運用に至るヒヤリハットの背
後要因の抽出をし易くした。(表－１)

② 「ヒヤリハットの重大性」及び「危険事象の発生確率」の観点から影響度付け（「大」「中」「小」）をし
た。

（２）起草者とのコミュニケーション

① 起草内容を適切に把握し対応するため、取りまとめ担当（射場安全課）は、起草された報告を基
に、処置担当と一緒に起草内容の確認に加え、必要に応じ現場確認及び起草者への再確認を行
う。

② 打上関係企業との定例会で処置状況を連絡・周知することとした。
（３）展開

① 種子島宇宙センターでは協力業者との定例会等で展開

② ヒヤリハット運用要領を見直し、事業所安全担当者会議で展開し、ヒヤリハット活動及び起草促
進を要請

例：Ｈ２２年度は筑波新展示館の開所前に安全パトロールを行い、危険箇所が
ヒヤリハットで報告されている。

③ 機構内Ｗｅｂにデータベース・進捗状況を展開した。その際、個人の不利益が生じないよう、個人
名等が特定できる内容は非表示とすることを同要領書に追加した。

（４）石油化学、電力などの業界のヒヤリハットの運用状況を調査した。
次の見直しに反映する。（別添－２）

4



5

 
  

 

  
 

 

 

 

 
 

 
  

  
 

  

 

  

 
 

  
 

 

  

 

  

  

 
  

  

 
  

   

  
 

  
防 、 低 印 象 。  

例 ２ ： セ ン サ ー を 装 着 し た 状 態 で 試 験 を 実 施 す る 場 合 、 事 前 に セ ン サ ー 単 体 の 動 作 確 認 等 を 実 施 し て お く 必 要 が あ る が 、 そ の こ と

が 重 要 で あ る と 認 識 さ れ な い 。（ 試 験 全 体 か ら み る と そ の 重 要 性 が 感 じ ら れ に く い ）  
例 ３：一 連 作 業 に な っ て い る よ う な 場 合 、遅 れ や 中 止 は 作 業 全 て に イ ン パ ク ト を 与 え る た め 、時 間 を 常 に 意 識 し な け れ ば な ら な い 。  
例 ４ ： 作 業 場 所 へ の 移 動 を １ 日 に 何 度 も 行 わ な け れ ば な ら ず 、 負 担 が 大 き い 。  

 

 
  

 

  
 

 

 
作 業 の 遂 行・完 遂 を 正

し く 認 識 す る こ と が

困 難 で あ っ た か ？  

①  
誰 で も で き る わ け で な は く 、 経 験 に よ る 実 行 能 力 が要

る  
 

②  印 象 に 残 り に く い 、 そ の 結 果 意 識 が 低 い （ 例 １ ）  

③  作 業 状 況 の 確 認 が 難 し い  
 

④  個 人 の 判 断 に 依 存 す る 不 定 形 な 対 処 や 場 所 が あ る  
作 業 対 象 の 外 観 か ら

得 ら れ る 情 報 は 十 分

か 、 少 な く な い か ？  

⑤  パ ラ メ ー タ の 詳 細 な 読 み 取 り が 必 要  

⑥  
行 う べ き こ と が 外 見 か ら 感 じ ら れ に く い 作 業 ・ 構 造で

あ る （ 例 ２ ）  
⑦  識 別 性 が 悪 い  

 

 

⑧  表 示 の 種 類 が 不 十 分 、 ま た は 方 法 に 不 具 合 が あ る  
潜 在 的 な 不 具 合 を 予

測 す る こ と は 難 し い

か ？  

⑨  時 間 的 な 余 裕 が な い  

⑩  指 示 ・ 連 絡 に 的 確 さ と 、 十 分 さ が 特 に 要 る  

⑪  
作 業 の 遅 れ や 進 み 具 合 を 考 慮 し な く て は な ら な い （例

３ ）   
⑫  他 の 用 件 の 介 入 な ど に よ り 、 予 定 が 紛 れ や す い  

心 理 的・身 体 的 な 負 担

が 多 大 で な い か ？  
⑬  移 動 距 離 が 大 き い （ 例 ４ ）  

 ⑭  作 業 者 の 心 理 的 負 担 が 大 き い  

⑮  作 業 者 の 身 体 的 負 担 が 大 き い  
 

⑯  作 業 性 が 悪 い  
例 １ ： 予 防 保 全 的 な 考 え 方 が な い た め 、 意 識 が 低 く 印 象 に 残 ら な い 。  

 
 

 

 

 
  

【 要 因 分 析 表 及 び 改 善 ・ 対 策 検 討 表 】  

事 象 、 状 況 の 分 類  番 号  
「 事 象 の 分 類 」 の 事 項 の 背 後 要 因 （ な ぜ 左 記 に な るの

か ）  

 

 

 

 
 

 
  

  
 

  

 

  

 
 

  
 

 

  

 

  

  

 
  

  

 
  

   

  
 

  
 

 
 

 

 

ヒューマンファクタを考慮したチェックリスト

人間の行動の質に影響する要因 (Performance Shaping Factor)をJAXA独自に整理し、ヒヤリハット様式に
取り組むことで起草者がヒューマンファクター問題を抽出するためのヒントとした。

表－１



２．ヒヤリハットの起草・活用
２．１ ヒヤリハットの起草実績

（１）種子島宇宙センターにおけるヒヤリハット件数は１８年度までは、年５件程度（打
上関係１～３件）で推移していたが、１９年度はヒヤリハットの体制・要領を見直し、
起草を呼びかけた結果、６９件（打上関係３２件）と大幅に起草件数が増えた。

以降、起草された事象の対策が取られたこと、設備の老朽化による補修・改修を
行なったこと、及び多数の作業経験者が継続して打上作業に従事しているため、
新たな視点でのヒヤリハットの報告件数は減少している。 （図－１）

＊２１年度ヒヤリハットの処置状況、要因を図－２に示す。

（２）２２年度からヒヤリハット活動を他事業所において促進したことにより、８月末現
在、ＪＡＸＡ全体で５３件の報告が上がっている。（図－３）
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２．ヒヤリハットの起草・活用
２．１ ヒヤリハットの起草実績
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図－１ 種子島宇宙センターのヒヤリハット起草状況



２．ヒヤリハットの起草・活用
２．１ ヒヤリハットの起草実績

図ー２ ２１年度 種子島宇宙センター ヒヤリハット４２件の処置状況、要因

処置状況

要 因

8

設計不良, 7

ヒューマンエラー,
5

ツール／設備の
不備, 8

手順不備, 5

その他, 17

処置完了, 38

未着手, 4
（未着手４件は２２年度処置予定）



２．ヒヤリハットの起草・活用

２．１ ヒヤリハットの起草実績
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図－３ ＪＡＸＡ全事業所の起草実績

２２年度より筑波宇宙センター等での活動を促進したことで、８月末までに５３件
のヒヤリハットが報告されている。



２．ヒヤリハットの起草・活用
２．２ ２２年度 ヒヤリハットの主な事例（種子島宇宙センター）
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No． 事項 発生事象 処置状況

1

ガス・タービン・ポンプ
棟入口道路のコンク
リートの損傷

ガス・タービン・ポンプ棟入口道路のコンクリート
がひび割れており、ロケット打上時に飛散し周
辺設備を損傷させる可能性がある。

当該箇所は以前にも補修した場所であるが、１８
号機の打上影響、または重量物通過が原因と思
われることを考慮し、H-ⅡB２号機打上前までに
処理方法を検討し補修を行なう。なお、一次処置
として剥離・露出した部分の小石等を除去した。

2

未燃水素ガス処理装
置誤作動への対応

１７号機打上げ延期後のリサイクル作業におい
て実施した機体監視条件の変更に対して、ロ
ケット組立棟（ＶＡＢ）内において動作確認をした
際に、作業手順の指示不良により、エンジン着
火の際の未燃水素を燃やす装置を誤って作動
させた。

MHI・JAXAともにシステム安全担当者の配置強
化及び関係者のシステム安全教育を実施した。
また、射場における全ての作業見直しに関し、安
全解析・評価を行なった。

3

H-ⅡA射座点検棟２階
陸側の床の腐食によ
る破損

H-ⅡA射座点検棟２階の陸側床が腐食による
穴が開き、そこに作業員が足を踏みこみ捻挫・
骨折する可能性がある。

当該箇所の周囲をチェックし同様の破損箇所を
含めH-ⅡA１９号機打上前までに補修を行なう。
なお、１８号機打上後に、一次処置として破損箇
所全てに三角ポール等で危険箇所を識別し、注
意喚起を行った。



３．今後の計画

（１）ヒヤリハットについて各事業所安全担当者連絡会、安全監査時に周知し啓発
活動を推進するなどＪＡＸＡ全体に拡大する。

（２）ヒヤリハット内容の充実（ヒヤリハット様式の改善）

①人間の行動の質に影響する要因を表で参照するチェック方式にして、ヒュー
マンファクタの情報を起草中に自然に取り込めるようにし、ヒヤリハット起草内
容の充実により背後要因を明らかにしやすくする。

②記述欄に５Ｗ１Ｈが見えるようにする。

③起草者への動機付けのため、処置内容を本人へ伝達する。
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別添－１ ヒヤリハット運用フロー

１．起草
(1) ＪＡＸＡ、メーカともに起草
(2) 無記名でも可としているが、ほぼ記名されている。

２．取りまとめ
(1) 取りまとめ担当は回収箱から定期的に回収

種子島宇宙センターでは通常３週間、打上げ作業期間中は７～１０日で回収
(2) 起草内容を適切に把握し対応するため、取りまとめ担当（種子島宇宙センターでは射場安全

課）は、処置担当と一緒に起草内容の確認に加え、必要に応じ現場確認及び起草者への再
確認を行う。

３．対策立案
(1) 処置担当は影響度を踏まえ対応。多額の費用が必要な場合は、本部資金担当部門に申請

４．対策の実施

(1) 取りまとめ担当は、進捗管理として、定期的に（四半期ごとに）関係部署と連絡し、処置内容
及び処置状況を確認・更新

５．ヒヤリハット情報の一元管理
(1) 安信部は、ヒヤリハット管理票を機構内Ｗｅｂ上で管理。

(2) ヒヤリハットの促進のため起草は無記名でも可としているが、記名の場合は個人の不利益が

生じないよう、個人名等が特定できる内容は非表示としている。
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６．分析

(1) 安信部と各本部の安全・ミッション保証室は、実施主体と共にヒヤリハットの傾向分析を行
う。また、処置状況を確認し、リスクの大きなもので対処が遅れているものがあれば、処置
を促進

７．優先付け
本部資金決定部門はヒヤリハットからの処置提案を他の業務とトレードオフし資金を提供

８．ヒヤリハット情報の全社への水平展開
(1) 安信部は機構内Ｗｅｂにデータベース・進捗状況を展開した。その際、個人の不利益が生

じないよう、個人名等が特定できる内容は非表示とすることを同要領書に追加した。
(2) 事故情報と同様に、特に注意が必要な事項の周知や、調査の上確認が必要な場合は、

関係部門、事業所調査・確認依頼を個別に展開
例 ： 芦森工業製消防ホースの健全性確認

ソニー製ブラウン管ＴＶ（リコール）の所在確認、廃棄処理

９．ヒヤリハット情報の本部内の水平展開
(1) 取りまとめ担当は、各本部等で行う安全教育等で周知・注意喚起

(2) 種子島宇宙センターでは、メーカとの定例会にてヒヤリハットの内容及び処置を説明し、協
力業者との情報共有

(3) 本部Ｓ＆ＭＡ室（輸送本部）では、本部内会議等で周知展開
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別添－１ ヒヤリハット運用フロー



別添－２ 他産業のヒヤリハット運用状況調査
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石油化学、電力などの業界のヒヤリハット、ＰＳＦ管理の運用状況を調査した。

① ヒヤリハット記載フォームに人間の行動の質に影響する要因 の提示（ＰＳ

Ｆ）、人間と取り巻く要因（マネジメント・手順書・機械操作・職場環境・オペ
レータ、チームメートをうき出たせる：Ｍ－ＳＨＥＬ）を用いたものがある。
（電力・石油化学）

② Ｗｅｂベース活動が定着している。（石油化学）
③ 事故・故障レベルでは人間の行動の質に影響する要因を把握するため活

動を行なっている。（石油化学）
④ ヒヤリハット活動を牽引する者がおり、活性化している（石油化学、電力）
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